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  運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ 
３資産分散ファンド 
（毎月決算型） 

 

 
 

第154期（決算日：2018年12月５日） 

第155期（決算日：2019年１月７日） 

第156期（決算日：2019年２月５日） 

第157期（決算日：2019年３月５日） 

第158期（決算日：2019年４月５日） 

第159期（決算日：2019年５月７日） 
 

  
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ ３資産分散ファン

ド（毎月決算型）」は、去る５月７日に第159期の決算

を行いましたので、法令に基づいて第154期～第159

期の運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2020年11月５日まで（2005年12月９日設定） 

運 用 方 針 

マザーファンド受益証券への投資を通じて、世界主
要国の公社債、わが国の株式、およびわが国の不動
産投資信託証券への分散投資を行い、信託財産の成
長をめざして運用を行います。 
実質組入外貨建資産に対する為替ヘッジは原則と
して行いません。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

高金利高格付債券マザーファンド受
益証券、好配当日本株マザーファンド
受益証券およびＪリートマザーファ
ンド２００５受益証券を主要投資対
象とします。各マザーファンド受益証
券への資金配分は、信託財産の純資産
総額に対して、それぞれ60％、20％、
20％を基本投資割合とします。 

好 配 当 日 本 株 

マザーファンド 
わが国の株式を主要投資対象とします。 

高金利高格付債券 

マ ザ ー フ ァ ン ド 
世界主要国の公社債を主要投資対象
とします。 

Ｊ リ ー ト 
マザーファンド 

２ ０ ０ ５ 

わが国の金融商品取引所に上場して
いる（上場予定を含みます。）不動産投
資信託証券を主要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

株式への実質投資割合は、信託財産の
純資産総額の50％以下とします。 
外貨建資産への実質投資割合に制限
を設けません。 

好 配 当 日 本 株 

マザーファンド 
株式への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

高金利高格付債券 

マ ザ ー フ ァ ン ド 
外貨建資産への投資割合に制限を設
けません。 

Ｊ リ ー ト 
マザーファンド 

２ ０ ０ ５ 

投資信託証券への投資割合に制限を
設けません。 
株式への投資および外貨建資産への
投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費控除後の配当等収益および売買益（評価益を含
みます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額は、
基準価額水準、市況動向等を勘案して委託会社が決
定しますが、原則として配当等収益等により安定し
た分配をめざします。ただし、毎年３月・６月・９
月・12月の決算時に売買益（評価益を含みます。）が
ある場合には、配当等収益に売買益（評価益を含み
ます。）等を加えた額から分配を行うことがありま
す。なお、分配対象収益が少額の場合には分配を行
わないこともあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

250470 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
130期(2016年12月５日) 8,989 15 5.2 19.9 － 58.6 － 18.8 5,735 

131期(2017年１月５日) 9,242 15 3.0 19.9 － 58.0 － 19.2 5,773 
132期(2017年２月６日) 9,092 15 △1.5 19.8 － 58.3 － 19.5 5,584 
133期(2017年３月６日) 9,100 15 0.3 19.9 － 57.7 － 19.3 5,533 
134期(2017年４月５日) 8,872 15 △2.3 19.1 － 58.4 － 19.0 5,303 
135期(2017年５月８日) 9,018 15 1.8 19.9 － 58.0 － 19.5 5,320 
136期(2017年６月５日) 9,022 15 0.2 19.7 － 57.9 － 19.4 5,237 
137期(2017年７月５日) 9,129 15 1.4 20.0 － 58.9 － 17.4 5,248 
138期(2017年８月７日) 9,181 15 0.7 20.0 － 58.1 － 18.0 5,202 
139期(2017年９月５日) 9,059 15 △1.2 19.6 － 58.2 － 18.5 5,058 
140期(2017年10月５日) 9,234 15 2.1 19.8 － 57.9 － 19.0 5,088 
141期(2017年11月６日) 9,313 15 1.0 19.5 － 58.4 － 19.0 5,011 
142期(2017年12月５日) 9,287 15 △0.1 19.7 － 57.9 － 19.1 4,918 
143期(2018年１月５日) 9,542 15 2.9 20.1 － 57.7 － 19.0 4,985 
144期(2018年２月５日) 9,427 15 △1.0 19.7 － 57.6 － 19.4 4,908 
145期(2018年３月５日) 8,926 15 △5.2 19.4 － 57.9 － 19.3 4,624 
146期(2018年４月５日) 9,093 15 2.0 19.2 － 57.9 － 19.4 4,669 
147期(2018年５月７日) 9,141 15 0.7 19.7 － 57.2 － 19.6 4,671 
148期(2018年６月５日) 9,201 15 0.8 19.3 － 57.7 － 19.4 4,640 
149期(2018年７月５日) 9,059 15 △1.4 18.7 － 58.5 － 19.8 4,527 
150期(2018年８月６日) 9,130 15 0.9 19.7 － 57.8 － 19.6 4,548 
151期(2018年９月５日) 9,042 15 △0.8 19.6 － 58.3 － 19.6 4,478 
152期(2018年10月５日) 9,205 15 2.0 19.8 － 57.4 － 19.3 4,530 
153期(2018年11月５日) 9,027 15 △1.8 19.4 － 57.8 － 19.5 4,430 

154期(2018年12月５日) 9,091 15 0.9 19.1 － 58.0 － 19.7 4,426 
155期(2019年１月７日) 8,729 15 △3.8 19.3 － 57.6 － 20.0 4,239 
156期(2019年２月５日) 9,011 15 3.4 19.6 － 57.7 － 19.8 4,355 
157期(2019年３月５日) 9,099 15 1.1 19.7 － 57.8 － 19.5 4,371 
158期(2019年４月５日) 9,184 15 1.1 19.6 － 58.2 － 19.5 4,390 
159期(2019年５月７日) 9,044 15 △1.4 19.4 － 58.3 － 19.8 4,298 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第154期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2018年11月５日 9,027 － 19.4 － 57.8 － 19.5 

11月末 9,126 1.1 19.3 － 57.7 － 19.7 

(期  末)        

2018年12月５日 9,106 0.9 19.1 － 58.0 － 19.7 

第155期 

(期  首)        

2018年12月５日 9,091 － 19.1 － 58.0 － 19.7 

12月末 8,757 △3.7 18.9 － 57.8 － 20.0 

(期  末)        

2019年１月７日 8,744 △3.8 19.3 － 57.6 － 20.0 

第156期 

(期  首)        

2019年１月７日 8,729 － 19.3 － 57.6 － 20.0 

１月末 8,971 2.8 19.5 － 57.3 － 20.0 

(期  末)        

2019年２月５日 9,026 3.4 19.6 － 57.7 － 19.8 

第157期 

(期  首)        

2019年２月５日 9,011 － 19.6 － 57.7 － 19.8 

２月末 9,101 1.0 19.7 － 57.7 － 19.4 

(期  末)        

2019年３月５日 9,114 1.1 19.7 － 57.8 － 19.5 

第158期 

(期  首)        

2019年３月５日 9,099 － 19.7 － 57.8 － 19.5 

３月末 9,188 1.0 19.1 － 58.0 － 19.8 

(期  末)        

2019年４月５日 9,199 1.1 19.6 － 58.2 － 19.5 

第159期 

(期  首)        

2019年４月５日 9,184 － 19.6 － 58.2 － 19.5 

４月末 9,121 △0.7 19.4 － 58.4 － 19.6 

(期  末)        

2019年５月７日 9,059 △1.4 19.4 － 58.3 － 19.8 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

運用経過
第154期～第159期：2018年11月６日～2019年５月７日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
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基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第154期首 9,027円
第159期末 9,044円
既払分配金 90円
騰 落 率 1.2％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

基準価額は当作成期首に比べ1.2％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

日銀の金融緩和策による低金利環境の継続と、安定した改善基調
を辿る不動産市況などを背景に国内ＲＥＩＴ市況が上昇したこと
などが基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

米国の長短金利差が縮小し景気減速が懸念されたことや、米中関
係の悪化による国内企業業績への懸念等で国内株式市況が下落し
たことなどが基準価額の下落要因となりました。

下落要因

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

第154期～第159期：2018年11月６日～2019年５月７日

投資環境について

株式市況の推移（当作成期首を100として指数化）

85

90

95

100

105

2018/11/５ 2019/１/８ 2019/３/７

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）

国内株式市況
当作成期首から2018年12月下旬にかけ
ては、米国の長短金利差が縮小し景気減
速が懸念されたことや米中関係の悪化が
国内企業業績の悪化懸念につながったこ
とに加えて、マティス米国防長官の辞意
表明や予算失効に伴う米政府機関の一部
閉鎖など、米国の政治不安が拡大したこ
となどを受けて、国内株式市況は下落し
ました。
2019年１月上旬から当作成期末にかけて
は、パウエル米連邦準備制度理事会（Ｆ
ＲＢ）議長が金融引き締めを急がない姿
勢を示し利上げ観測が後退したことや米
中間の通商交渉が進展するとの期待が高
まったことで世界景気の減速懸念が和ら
いだことなどから、国内株式市況は上昇
しました。

（注）東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）とは、東京証券取引所第一部に上場する内国普通株式全銘柄を対象として算出した
指数で、わが国の株式市場全体の値動きを表す代表的な株価指数です。ＴＯＰＩＸに関する知的財産権その他一
切の権利は東京証券取引所に帰属します。東京証券取引所は、ＴＯＰＩＸの指数値及びそこに含まれるデータの
正確性、完全性を保証するものではありません。東京証券取引所は、ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の方法の変
更、ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の停止またはＴＯＰＩＸの商標の変更もしくは使用の停止を行う権利を有し
ています。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

金利の推移

（注）現地日付ベースで記載しております。
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金利の推移

（注）現地日付ベースで記載しております。
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イギリス10年国債利回り

オーストラリア10年国債利回り

ニュージーランド10年国債利回り

外国債券市況
全ての投資国（米国・ニュージーラン
ド・カナダ・オーストラリア・ノル
ウェー・英国）で、長期金利は低下しま
した。
米中通商問題や欧州の景気減速に対する
懸念の高まりなどを背景に、米国・
ニュージーランドなどの投資国で利下げ
観測が高まったことなどから、全ての投
資国の金利は低下しました。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

為替市況の推移（当作成期首を100として指数化、対円）
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為替市況
全ての投資国通貨は対円で下落しました。
当作成期首から2019年１月上旬にかけて
は、世界経済の減速懸念などを背景に投
資国通貨は対円で下落しました。その後、
株式市場の上昇などを受けて投資家のリ
スクセンチメントが改善したことなどか
ら投資国通貨は対円で上昇したものの、
作成期を通じては対円で下落して終えま
した。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

ＲＥＩＴ市況の推移（当作成期首を100として指数化）

95

100

105

110

115

2018/11/５ 2019/１/８ 2019/３/７

東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）

国内ＲＥＩＴ市況
当作成期首から2018年12月上旬にかけ
ては、日銀の金融緩和策による低金利環
境の継続と、安定した改善基調を辿る不
動産市況などを背景に上昇基調で推移し
ました。12月末にかけては米国を起点と
する世界的な株式市況の下落などを受け
て調整したものの、2019年１月以降は米
国の利上げ観測の後退や貿易摩擦の緩和
期待などを背景に上昇基調で推移しまし
た。

（注）東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）とは、東京証券取引所に上場している不動産投資信託全銘柄を対象として算出し
た東証ＲＥＩＴ指数に、分配金支払いによる権利落ちの修正を加えた指数です。東証ＲＥＩＴ指数の商標に関す
る著作権、知的所有権、その他一切の権利は東京証券取引所に帰属します。東京証券取引所は東証ＲＥＩＴ指数
の内容の変更、公表の停止または商標の変更もしくは使用の停止を行う権利を有しています。東京証券取引所は
東証ＲＥＩＴ指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延または中断に対して、責任を負いません。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

（ご参考）

■資産別組入比率の推移（月末ベース）
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作成期首 11・2018
１・2019

12 ２ ３ ４ 作成期末

好配当日本株マザーファンド
Ｊリートマザーファンド２００５

高金利高格付債券マザーファンド
コールその他資産
債券実質株式実質

当該投資信託のポートフォリオについて

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
資産配分は、ファンドの基本投資割合に準じた運用を行いました。
その結果、基準価額の変動要因の内訳は以下の通りとなりました。
（内訳）
好配当日本株マザーファンド　　　△0.7％程度
高金利高格付債券マザーファンド　　0.6％程度
Ｊリートマザーファンド２００５　　2.0％程度
その他（信託報酬等）　　　　　　△0.7％程度

当作成期は、国内ＲＥＩＴ市況が上昇したことにより基準価額（分配金再投資ベース）は上
昇しました。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

好配当日本株マザーファンド
基準価額は当作成期首に比べ3.9％の下落となりました。

株式組入比率は、運用の基本方針にしたがい、高水準を維持しました。
銘柄選択にあたっては、予想配当利回りが市場平均を上回る銘柄の中から、株価の値上がり
益が期待できる銘柄を厳選して投資しました。
組入銘柄数は概ね75～85銘柄程度で推移させました。株価水準や予想配当利回り水準など
を勘案し、銘柄入れ替えを機動的・継続的に行いました。当作成期では、臨時株主総会にお
いてシャイアー社の買収が承認された武田薬品工業など14銘柄を新規に組み入れました。ま
た、住友商事など17銘柄を全売却しました。新規組入と全売却をした主な銘柄のポイントは
以下の通りです。

新規組入銘柄
武田薬品工業：臨時株主総会においてシャイアー社の買収が承認され、今後は予想配当利回
りなどで見た割安感が注目されることを期待し、新規で組み入れました。

全売却銘柄
住友商事：2019年度以降の増配余地などを考慮し、全売却しました。

以上の投資判断の結果、組入銘柄の株価下落により、基準価額は下落しました。パフォーマ
ンスに寄与・影響した主な銘柄は以下の通りです。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

プラス要因
銘柄
リソー教育：積極的な株主還元姿勢などを評価し、当作成期首より保有していました。主力
事業の個別指導塾に加え幼児教育事業が好調に推移していることなどが好感され、株価は堅
調に推移、プラスに寄与しました。

マイナス要因
銘柄
出光興産：積極的な株主還元姿勢などを評価し、当作成期首より保有していました。原油価
格の下落による在庫評価や石油精製マージンへの悪影響などが嫌気され、株価は軟調に推移、
マイナスに影響しました。
三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ：予想配当利回り水準の高さなどから当作成期首より
保有していました。日米長期金利の低下による収益環境の悪化などが懸念され、株価は軟調
に推移、マイナスに影響しました。

高金利高格付債券マザーファンド
基準価額は当作成期首に比べ0.9％の上昇となりました。

組入比率
当作成期を通じて、債券の組入比率を高位で維持しました。

組入状況
投資国
当作成期を通じて、米国、ニュージーランド、カナダ、オーストラリア、ノルウェー、英国
の６ヵ国での運用としました。
通貨
相対的に金利が高いと判断した投資対象国を３地域（アメリカ大陸、ヨーロッパ、アジア・
オセアニア）から複数（米ドル、ニュージーランドドル、カナダドル、豪ドル、ノルウェー
クローネ、英ポンド）選定し、その中で利回りが高い米ドルなどに重点配分しました。
金利
残存セクター毎に最終利回りが相対的に高い銘柄の中から、流動性を考慮して銘柄選択を行
い投資しました。

前記の投資行動の結果、全ての通貨が対円で下落したものの、全ての投資国で長期金利が低
下したことや債券の利子収益を享受したことなどから、基準価額は上昇しました。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

Ｊリートマザーファンド２００５
基準価額は当作成期首に比べ10.0％の上昇となりました。

銘柄選定およびポートフォリオの構築は主に、定性的評価・定量的評価を経て行っています。
定性的評価については、事業内容および財務内容などの分析を中心に行い、定量的評価にお
いては、キャッシュフロー、配当利回り、投資口価格純資産倍率（ＰＢＲ）などの分析を行
いました。
組入銘柄数は46～48銘柄程度で推移させました。
主な売買動向については、保有物件の増改築などを通じた内部成長戦略を評価してフロン
ティア不動産投資法人のウェイトを引き上げたことや、各種バリュエーションの相対的な割
安度を勘案してユナイテッド・アーバン投資法人のウェイトを引き下げたことなどが挙げら
れます。

プラス要因となった主な銘柄
積水ハウス・リート投資法人：スポンサーが開発した高品質な物件を中心に保有し、投資口
価格も割安と判断したことから当作成期首より保有。投資口価格は上昇しプラスに寄与。
日本ビルファンド投資法人：高品質な物件ポートフォリオや業績の成長性などを評価し当作
成期首より保有。投資口価格は上昇しプラスに寄与。

マイナス要因となった主な銘柄
日本賃貸住宅投資法人：投資口価格が割安であることに加えて、高い稼働率を安定的に維持
する運営を評価して当作成期首より保有。投資口価格は下落しマイナスに影響。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第154期

2018年11月６日～
2018年12月５日

第155期
2018年12月６日～
2019年１月７日

第156期
2019年１月８日～
2019年２月５日

第157期
2019年２月６日～
2019年３月５日

第158期
2019年３月６日～
2019年４月５日

第159期
2019年４月６日～
2019年５月７日

当期分配金
（対基準価額比率）

15
（0.165％）

15
（0.172％）

15
（0.166％）

15
（0.165％）

15
（0.163％）

15
（0.166％）

当期の収益 15 15 15 15 15 10

当期の収益以外 － － － － － 4

翌期繰越分配対象額 772 774 779 786 818 814

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
今後の運用方針
資産配分方針は、基本投資割合を維持します。

好配当日本株マザーファンド
運用環境の見通し
今後の国内株式市況は、2019年度の国内企業業績改善への期待と貿易摩擦拡大の懸念を背
景に、揉み合う展開を予想しています。日本経済については、貿易摩擦の問題が懸念される
ものの、底堅い米国経済や日本企業の設備投資などが支えとなり、堅調に推移すると考えて
います。また、消費税率引き上げに向けた経済刺激策などが、追加的に国内景気を下支えす
ると見ています。為替に関しては、米国との金利差を勘案する限り、過度な円高・米ドル安
を懸念する必要はないと考えています。これらの理由により、2019年度も日本企業の業績
は堅調に推移すると考えています。また、資本効率の改善により企業価値を向上させようと
する動きは拡大しており、株主還元強化の流れは今後も継続すると考えています。

今後の運用方針
今後も企業調査を十分に行い、予想配当利回りの高い銘柄を中心に投資し、「高水準の配当
収入」と「中長期的な株価の値上がり益」の獲得をめざす基本方針を継続します。加えて、
財務の健全性や株式の流動性に留意しながら、保有銘柄の比率調整や新規銘柄の組み入れを
行います。

高金利高格付債券マザーファンド
運用環境の見通し
債券市況
米国では、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）は、インフレ圧力が抑制されている中で、今
後の金融政策については辛抱強く経済状況を精査していく姿勢を示しています。欧州では、
英国の欧州連合（ＥＵ）離脱への不透明感が残存する中、欧州域内経済見通しの下方修正懸
念や、インフレ圧力の抑制された状況が継続する見通しが強まりそうです。欧州中央銀行
（ＥＣＢ）は、現在の主要政策金利を少なくとも2019年末まで維持する方針を示している
ことなどから、引き続き緩和的な金融政策方針が維持され、債券市場の需給環境は良好なこ
とが見込まれます。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

為替市況
米中通商政策に関する不透明感や欧州経済の減速懸念などがリスク要因となるものの、世界
経済の減速懸念が後退する局面では、投資国通貨は対円で安定した推移になると考えます。

今後の運用方針
投資国
世界の主要国のうち、信用力が高く、かつ、相対的に金利が高い国の債券に投資する方針で
す。
通貨
相対的に金利が高いと判断される投資対象国を３地域（アメリカ大陸、ヨーロッパ、アジ
ア・オセアニア）から複数選定し、最も金利が高いと判断される国に重点配分する方針です。
金利
ポートフォリオの構築は国別に、残存期間毎に最終利回りの高い銘柄を中心に選択する方針
です。

Ｊリートマザーファンド２００５
運用環境の見通し
今後のＪ－ＲＥＩＴ市況については、堅調に推移するとみています。
米中をはじめとしたグローバルな景況感や金利動向に一定の注意を払う必要はあるものの、
日銀の金融緩和策を背景とした国内の低金利環境が当面続くとみられることに加えて、オ
フィス・ビル賃料の緩やかな上昇傾向などを背景にＲＥＩＴ各社の業績は総じて堅調に推移
しているため、中期的には徐々に下値を切り上げていくと考えます。

今後の運用方針
ＲＥＩＴの組入比率については、運用の基本方針にしたがい、引き続き高水準（90％以上）
を維持する方針です。
配当利回りやＰＢＲ等のバリュエーション、また物件ポートフォリオのクオリティ等に着目
し、安定した分配金が見込め相対的に割安と思われる銘柄への投資ウェイトを高めた運用を
行います。
前述の不動産市況を踏まえ、保有物件の賃料動向などＲＥＩＴ各社の業績の先行きについて
注意深く見守るほか、スポンサーのサポート体制などにも着目していく方針です。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

2018年11月６日～2019年５月７日

１万口当たりの費用明細

項目
第154期～第159期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 54 0.594 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (26) (0.292) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (24) (0.270) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (3) (0.032) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 1 0.013 (ｂ)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (1) (0.008)
( 投資信託証券 ) (0) (0.005)

(ｃ)そ の 他 費 用 1 0.009 (ｃ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (1) (0.007) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 56 0.616

作成期中の平均基準価額は、9,025円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.21％です。

運用管理費用（受託会社）
0.06％

その他費用
0.02％

運用管理費用（販売会社）
0.54％

運用管理費用（投信会社）
0.58％

総経費率
1.21％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

○売買及び取引の状況 (2018年11月６日～2019年５月７日) 

 

銘 柄 
第154期～第159期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
高金利高格付債券マザーファンド 277 430 77,053 119,016 

好配当日本株マザーファンド 17,825 27,354 11,225 18,555 
Ｊリートマザーファンド２００５ － － 40,491 97,939 

 
 
 

○株式売買比率 (2018年11月６日～2019年５月７日) 

 

項 目 
第154期～第159期 

好配当日本株マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 550,490千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 999,999千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.55   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年11月６日～2019年５月７日) 

 

＜三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜好配当日本株マザーファンド＞ 

区       分 

第154期～第159期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 295 34 11.5 255 64 25.1 

平均保有割合 84.2%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

＜高金利高格付債券マザーファンド＞ 

区       分 

第154期～第159期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 91 80 87.9 204 90 44.1 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜Ｊリートマザーファンド２００５＞ 

区       分 

第154期～第159期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 120 19 15.8 199 52 26.1 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜好配当日本株マザーファンド＞ 

種       類 
第154期～第159期 

買 付 額 売 付 額 第159期末保有額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 3 2 24 

 
 
 

 

＜Ｊリートマザーファンド２００５＞ 

種     類 
第154期～第159期 

買 付 額 

 百万円 
投資信託証券 1 

 
 
 
 

  

利害関係人の発行する有価証券等 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

 

項 目 第154期～第159期 
売買委託手数料総額（A） 575千円 
うち利害関係人への支払額（B） 119千円 

（B）／（A） 20.7％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券、日立キャピタルです。 

 

○組入資産の明細 (2019年５月７日現在) 

 

銘 柄 
第153期末 第159期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

高金利高格付債券マザーファンド 1,735,925 1,659,149 2,562,556 

好配当日本株マザーファンド 522,171 528,771 856,715 

Ｊリートマザーファンド２００５ 385,400 344,908 872,619 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年５月７日現在) 

項 目 
第159期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

高金利高格付債券マザーファンド 2,562,556 59.4 

好配当日本株マザーファンド 856,715 19.9 

Ｊリートマザーファンド２００５ 872,619 20.2 

コール・ローン等、その他 19,555 0.5 

投資信託財産総額 4,311,445 100.0 
 

（注） 高金利高格付債券マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（2,558,643千円）の投資信託財産総額（2,562,790千円）

に対する比率は99.8％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算

レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝110.69円 １カナダドル＝82.33円 １イギリスポンド＝145.08円 １ノルウェークローネ＝12.69円 

１オーストラリアドル＝77.38円 １ニュージーランドドル＝73.13円   

 

  

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第154期末 第155期末 第156期末 第157期末 第158期末 第159期末 

2018年12月５日現在 2019年１月７日現在 2019年２月５日現在 2019年３月５日現在 2019年４月５日現在 2019年５月７日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 4,438,131,269   4,259,080,349   4,372,714,304   4,384,375,279   4,403,183,343   4,311,445,515   

 コール・ローン等 12,334,995   25,481,975   11,861,664   11,889,872   12,644,753   11,280,745   

 高金利高格付債券マザーファンド(評価額) 2,664,685,272   2,534,439,810   2,608,430,196   2,610,849,847   2,623,301,008   2,562,556,622   

 好配当日本株マザーファンド(評価額) 856,693,066   827,620,230   858,843,085   876,230,095   883,443,842   856,715,334   

 Ｊリートマザーファンド２００５(評価額) 896,483,244   870,689,417   880,252,435   876,171,418   875,102,577   872,619,615   

 未収入金 7,934,692   848,917   13,326,924   9,234,047   8,691,163   8,273,199   

(B) 負債 11,648,507   19,198,865   17,083,137   12,967,705   12,823,131   12,561,630   

 未払収益分配金 7,303,511   7,286,124   7,250,471   7,206,173   7,170,461   7,130,134   

 未払解約金 －   7,260,738   5,759,452   1,780,161   1,232,864   892,594   

 未払信託報酬 4,328,430   4,634,218   4,057,674   3,966,223   4,402,983   4,521,625   

 未払利息 25   22   21   13   21   22   

 その他未払費用 16,541   17,763   15,519   15,135   16,802   17,255   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,426,482,762   4,239,881,484   4,355,631,167   4,371,407,574   4,390,360,212   4,298,883,885   

 元本 4,869,007,540   4,857,416,356   4,833,647,469   4,804,115,766   4,780,307,906   4,753,422,988   

 次期繰越損益金 △  442,524,778   △  617,534,872   △  478,016,302   △  432,708,192   △  389,947,694   △  454,539,103   

(D) 受益権総口数 4,869,007,540口 4,857,416,356口 4,833,647,469口 4,804,115,766口 4,780,307,906口 4,753,422,988口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,091円 8,729円 9,011円 9,099円 9,184円 9,044円 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第154期 第155期 第156期 第157期 第158期 第159期 

2018年11月６日～ 
2018年12月５日 

2018年12月６日～ 
2019年１月７日 

2019年１月８日～ 
2019年２月５日 

2019年２月６日～ 
2019年３月５日 

2019年３月６日～ 
2019年４月５日 

2019年４月６日～ 
2019年５月７日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 △        587   △        694   △        515   △        406   △        386   △        636   

 受取利息 －   －   －   1   －   －   

 支払利息 △        587   △        694   △        515   △        407   △        386   △        636   

(B) 有価証券売買損益 42,871,747   △164,123,503   147,820,274   53,575,659   52,206,949   △ 55,114,576   

 売買益 63,528,197   416,162   148,132,367   53,806,474   52,535,659   8,448,056   

 売買損 △ 20,656,450   △164,539,665   △    312,093   △    230,815   △    328,710   △ 63,562,632   

(C) 信託報酬等 △  4,344,971   △  4,651,981   △  4,073,157   △  3,981,358   △  4,419,785   △  4,538,880   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 38,526,189   △168,776,178   143,746,602   49,593,895   47,786,778   △ 59,654,092   

(E) 前期繰越損益金 △394,668,871   △362,462,801   △535,708,072   △396,643,041   △352,385,149   △309,915,366   

(F) 追加信託差損益金 △ 79,078,585   △ 79,009,769   △ 78,804,361   △ 78,452,873   △ 78,178,862   △ 77,839,511   

 (配当等相当額) (   81,630,192)  (   81,534,565)  (   81,238,659)  (   80,841,503)  (   80,540,299)  (   80,194,495)  

 (売買損益相当額) (△160,708,777)  (△160,544,334)  (△160,043,020)  (△159,294,376)  (△158,719,161)  (△158,034,006)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △435,221,267   △610,248,748   △470,765,831   △425,502,019   △382,777,233   △447,408,969   

(H) 収益分配金 △  7,303,511   △  7,286,124   △  7,250,471   △  7,206,173   △  7,170,461   △  7,130,134   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △442,524,778   △617,534,872   △478,016,302   △432,708,192   △389,947,694   △454,539,103   

 追加信託差損益金 △ 79,078,585   △ 79,009,769   △ 78,804,361   △ 78,452,873   △ 78,178,862   △ 77,839,511   

 (配当等相当額) (   81,633,193)  (   81,538,121)  (   81,241,619)  (   80,844,824)  (   80,547,714)  (   80,196,723)  

 (売買損益相当額) (△160,711,778)  (△160,547,890)  (△160,045,980)  (△159,297,697)  (△158,726,576)  (△158,036,234)  

 分配準備積立金 294,374,771   294,916,778   295,776,665   297,163,722   310,789,208   306,830,357   

 繰越損益金 △657,820,964   △833,441,881   △694,988,606   △651,419,041   △622,558,040   △683,529,949   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 4,908,186,026円 

作成期中追加設定元本額 9,541,247円 

作成期中一部解約元本額 164,304,285円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.9044円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は454,539,103円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2018年11月６日～ 
2018年12月５日 

2018年12月６日～ 
2019年１月７日 

2019年１月８日～ 
2019年２月５日 

2019年２月６日～ 
2019年３月５日 

2019年３月６日～ 
2019年４月５日 

2019年４月６日～ 
2019年５月７日 

費用控除後の配当等収益額 9,237,363円 8,624,636円 9,653,073円 10,496,531円 22,364,726円 5,018,924円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 81,633,193円 81,538,121円 81,241,619円 80,844,824円 80,547,714円 80,196,723円 

分配準備積立金額 292,440,919円 293,578,266円 293,374,063円 293,873,364円 295,594,943円 308,941,567円 

当ファンドの分配対象収益額 383,311,475円 383,741,023円 384,268,755円 385,214,719円 398,507,383円 394,157,214円 

１万口当たり収益分配対象額 787円 789円 794円 801円 833円 829円 

１万口当たり分配金額 15円 15円 15円 15円 15円 15円 

収益分配金金額 7,303,511円 7,286,124円 7,250,471円 7,206,173円 7,170,461円 7,130,134円 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第154期 第155期 第156期 第157期 第158期 第159期 

１万口当たり分配金（税込み） 15円 15円 15円 15円 15円 15円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・ 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・ 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・ 個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※ 法人受益者に対する課税は異なります。 

※ 課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※ 税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※ NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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